
鹿児島県立隼人工業高等学校

教科・領域【 工 業 】 科目【 情報技術基礎 】

学科・コース 電子機械科 学 年 第 １ 学年 単位数 ２ 単位

１ 学習内容と学習到達目標

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解するとともに，情報技術に関する基礎的な知識と
技術を習得し，情報及び情報手段を活用する能力と態度を身に付けます。

２ 使用する主な教材等

(1) 使用教科書，副教材等
情報技術基礎（実教出版）
３級 パソコン利用技術検定試験 演習問題集（全国工業校長協会）
３級 情報技術検定試験 標準問題集（全国工業校長協会）

(2) 授業で配布するもの
補足プリント

３ 年間の学習計画等

学
期

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 備 考
(特記事項や他教科等との関連等)

考査範囲等

一

学

期

第１章
産業社会と情報技術

第２章
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本操作と
ｿﾌﾄｳｪｱ

第３章
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの基礎

４

５

６
７

○コンピュータの発達と利用例，情報
化の進展が産業社会に及ぼす影響・
情報化社会のモラルと管理などにつ
いて理解させる。

○コンピュータの基本的取り扱いや，
またオペレーティングシステムとアプ
リケーションソフトウェアの基本的な利
用方法などを習得させる。

○コンピュータにいろいろな処理をさ
せるために必要なプログラム言語や
アルゴリズムについて理解させる。

パソコン利用技術検定テ
キストと関連させながら進
める。

情報技術検定テキストの
演習問題と関連させなが
ら進める。

中間範囲

期末範囲

《課題・提出物等》
情報技術検定試験標準問題集による演習課題の提出。
パソコン利用技術検定における実技演習課題の提出。

《１学期の学習状況の評価方法》
情報技術が，社会で必要不可欠であることを理解しているか。
コンピュータに興味・関心を持っているか。
コンピュータの進歩と，産業界での利用状況を把握しているか。
情報技術検定・パソコン利用技術検定に向けての取り組む姿勢・態度。



鹿児島県立隼人工業高等学校

学
期

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 備 考
(特記事項や他教科等との関連等)

考査範囲等

二

学

期

第４章
BASICによるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ

第６章
ハードウェア

第７章
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ

９

10

11

12

○初心者向きのプログラミング言語で
あるBASICを用いたプログラミングに
ついて理解させる。

○２進数，１０進数，１６進数について
理解させ，相互変換が可能になり，２
進数の四則演算についても理解させ
る。

○遠く離れた場所と情報のやりとり
や，データ・周辺機器の共有の仕組
みを理解させるとともに，パソコン利
用技術検定３級に向けて練習に取り
組む。

情報技術検定テキストの
演習問題と関連させなが
ら進める。

パソコン利用技術検定テ
キストを中心に進める。

中間範囲

期末範囲

《課題・提出物等》
情報技術検定における演習課題の提出。
パソコン利用技術検定における実技演習課題の提出。

《２学期の学習状況の評価方法》
プログラミングの技術を習得しているか。
２進数，１０進数，１６進数について理解し，相互変換ができるか。
情報技術検定・パソコン利用技術検定に向けての取り組む姿勢・態度。
情報機器や情報通信ネットワークを活用して，適切な情報の収集，整理，分析，表現及び発表ができたか。

三

学

期

第８章
コンピュータ制御

第９章
情報技術の活用

１

２

３

○コンピュータを用いた制御に必要
な入出力インターフェースおよび，家
庭電化製品や自動車などの制御に
利用される組込みシステムの例を理
解させるとともに，情報技術検定３級
に向けて練習に取り組む。

○文字・音声・静止画像・動画像など
の情報を統合したマルチメディアの
技術と，情報の収集・発表・文書化の
方法など，情報技術の活用について
理解させる。

情報技術検定テキストを
中心に進める。

学年末範囲

《課題・提出物等》
実技演習課題の提出。

《３学期の学習状況の評価方法》
グラフィックの方法を理解しているか。
ソフトウェアを充分に使いこなすことができるか。

《年間の学習状況の評価方法》
社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解したか。
情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得したか。
情報及び情報手段を活用する能力と態度を身に付けたか。検定に向けて意欲的に取り組み取得できたか。
課題等を提出したか。
情報機器や情報通信ネットワークを活用して，適切な情報の収集，整理，分析，表現及び発表ができたか。


